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キ
ャ
ピ
タ
ル
・
リ
ン
ク
が

日
本
で
海
事
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

開
催
す
る
の
は
コ
ロ
ナ
禍
前

の
２
０
１
９
年
以
来
と
な

る
。

　
レ
ス
コ
ス
氏
は
、
リ
ー
マ

ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後
に
欧
米
銀

行
が
船
舶
融
資
を
縮
小
し
た

時
期
を
振
り
返
り
、「
日
本

は
厳
し
い
局
面
に
お
い
て
ア

セ
ッ
ト
の
観
点
で
、
セ
ー
ル

＆
リ
ー
ス
バ
ッ
ク
（
＝
Ｓ
＆

Ｌ
Ｂ
、
売
船
後
の
再
用
船
）

や
伝
統
的
な
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス

を
通
じ
て
、
強
力
に
サ
ポ
ー

ト
し
て
く
れ
た
」
と
感
謝
の

意
を
表
明
。

　
た
だ
、
一
方
で
「
現
在
は

状
況
が
再
び
変
わ
り
つ
つ
あ

り
、
日
本
で
の
資
金
調
達
は

少
し
タ
イ
ト
で
コ
ス
ト
高
に

な
っ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

わ
れ
わ
れ
は
商
業
的
な
コ
ス

ト
差
の
中
、
日
本
の
金
融
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
関
与
し
続

け
る
方
法
を
見
つ
け
よ
う
と

苦
心
し
て
い
る
」
と
現
状
を

述
べ
た
。

　
ギ
リ
シ
ャ
船
主
シ
ー
ナ
ジ

ー
・
マ
リ
タ
イ
ム
の
ス
タ
マ

テ
ィ
ス
・
ツ
ァ
ン
タ
ニ
ス
会

長
兼
Ｃ
Ｅ
Ｏ
（
最
高
経
営
責

任
者
）
は
「
わ
れ
わ
れ
は
透

明
性
の
あ
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を

重
視
し
な
が
ら
、
過
去
３
年

間
、日
本
で
活
発
に
活
動
し
、

船
主
か
ら
多
く
の
船
を
購
入

し
た
。
金
融
面
で
も
直
接
融

資
と
Ｓ
＆
Ｌ
Ｂ
の
両
方
で
多

く
の
資
金
調
達
を
行
っ
て
き

た
」
と
日
本
と
の
関
係
を
強

調
。

　

具
体
的
な
協
業
と
し
て

2石連、中東情報収集延長を
3「ＥＣが需要生み出す」
4【記者の視点】熱気あふれる港の利用者懇
5【本紙シンガポールセミナー採録】「Future of 
Shipping towards Net Zero」

　
非
鉄
金
属
や
穀
物
な
ど
を

運
ぶ
５
万
―
６
万
重
量
㌧
型

ス
ー
プ
ラ
マ
ッ
ク
ス
バ
ル
カ

ー
の
ス
ポ
ッ
ト
用
船
市
況
が

日
建
て
１
万
３
０
０
０
㌦
前

後
で
足
踏
み
し
て
い
る
。
18

万
重
量
㌧
型
ケ
ー
プ
サ
イ
ズ

が
秋
の
需
要
期
で
騰
勢
を
強

め
る
中
で
、
下
位
船
型
へ
の

波
及
効
果
は
見
ら
れ
な
い
。

一
方
で
、
最
盛
期
を
迎
え
て

い
る
北
米
産
穀
物
の
出
荷
や
、

い
ま
だ
解
消
し
切
れ
て
い
な

い
パ
ナ
マ
運
河
の
通
航
制
限

な
ど
が
、
一
定
の
需
給
引
き

締
め
効
果
を
生
み
、「
現
状
レ

ベ
ル
の
維
持
に
寄
与
し
て
い

る
」（
邦
船
社
の
担
当
者
）模
様
。

　
25
日
付
の
英
ロ
ン
ド
ン
市

場
で
５
万
８
０
０
０
重
量
㌧

型
（
58
型
）
の
主
要
航
路
平

均
値
は
前
営
業
日
比
２
１
４

㌦
安
の
日
建
て
１
万
３
７
１

２
㌦
、
52
型
は
１
９
７
㌦
安

の
同
１
万
３
２
２
８
㌦
。

　
両
船
型
と
も
９
月
半
ば
か

ら
１
万
３
０
０
０
㌦
前
後
で

推
移
し
て
い
る
。
同
時
期
に
ケ

ー
プ
サ
イ
ズ
市
況
が
高
騰
す

る
中
で
、
そ
の
波
及
効
果
は

見
ら
れ
ず
、
１
カ
月
以
上
、
ス

ー
プ
ラ
型
市
況
は
損
益
分
岐

点
前
後
を
行
き
来
し
て
い
る
。

　
邦
船
社
の
担
当
者
は
「
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
―
中
国
の
石
炭

輸
送
で
82
型
カ
ム
サ
マ
ッ
ク

ス
な
ど
が
数
多
く
起
用
さ
れ

れ
ば
、
ス
ー
プ
ラ
型
に
も
波

及
し
得
る
が
、
そ
う
し
た
輸

送
需
要
も
弱
い
。
ケ
ー
プ
サ

イ
ズ
に
至
っ
て
は
ブ
ラ
ジ
ル
、

豪
州
、
西
ア
フ
リ
カ
な
ど
か

ら
極
東
向
け
の
ロ
ン
グ
ホ
ー

ル
（
長
距
離
輸
送
）
な
の
で
、

ス
ー
プ
ラ
型
へ
の
影
響
は
直

接
は
生
じ
な
い
」
と
語
る
。

　
一
方
で
、
ス
ー
プ
ラ
型
市

況
を
現
状
レ
ベ
ル
で
下
支
え

し
て
い
る
要
素
と
し
て
、
活

発
な
北
米
産
穀
物
の
出
荷

と
、
パ
ナ
マ
運
河
の
通
航
制

限
を
挙
げ
る
。

　
北
米
産
穀
物
の
出
荷
に
関

し
て
、
同
担
当
者
は
「
10
月

末
積
み
ま
で
を
対
象
に
船
腹

手
当
て
が
一
気
に
進
み
、
フ

ロ
ン
ト
ホ
ー
ル
（
大
西
洋
―

太
平
洋
）
が
上
昇
し
た
」
と

指
摘
。

　
事
実
、
58
型
の
フ
ロ
ン
ト

ホ
ー
ル
の
９
月
の
平
均
値
は

２
万
９
０
１
㌦
、
10
月
は
25

日
ま
で
で
同
２
万
２
８
３
８

㌦
と
主
要
航
路
平
均
値
を
上

回
る
。

　
水
不
足
を
理
由
に
２
月
ご

ろ
か
ら
段
階
的
に
講
じ
ら
れ

て
き
た
パ
ナ
マ
運
河
の
通
航

制
限
に
つ
い
て
は
「
完
全
に
は

収
束
し
て
い
な
い
」
と
し
、
一

定
の
供
給
抑
制
効
果
が
持
続

し
て
い
る
こ
と
を
強
調
し
た
。

1.3
万
㌦
前
後
で
足
踏
み

需
要
期
入
り
ケ
ー
プ
か
ら
波
及
せ
ず

スープラ型

　
―
―
２
０
２
１
年
４
月
の
設

立
か
ら
を
振
り
返
っ
て
ど
う

か
。

　
「
投
資
枠
は
40
億
円
、
21
―

24
年
度
の
４
年
間
で
投
資
を
実

行
す
る
計
画
で
ス
タ
ー
ト
し

た
。
こ
れ
ま
で
に
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
企
業
12
社
、
ベ
ン
チ
ャ
ー

キ
ャ
ピ
タ
ル
３
社
に
投
資
し

た
。
累
計
投
資
額
は
20
億
円
を

超
え
た
。
計
画
通
り
に
進し

ん
ち
ょ
く捗し

て
い
る
」

　
「
英
ロ
ン
ド
ン
と
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
に
拠
点
を
設
置
し
、
海
外

の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
を
支

援
す
る
体
制
も
整
備
。
商
船
三

井
グ
ル
ー
プ
で
不
動
産
事
業
を

営
む
ダ
イ
ビ
ル
が
新
設
す
る
Ｃ

Ｖ
Ｃ
と
協
働
し
、
投
資
領
域
を

広
げ
る
こ
と
も
で
き
た
」

　
「
東
京
の
人
員
体
制
は
設
立

時
に
は
３
人
で
ス
タ
ー
ト
し
た

が
、現
在
は
６
人
ま
で
増
え
た
。

今
年
12
月
に
は
商
船
三
井
か
ら

初
め
て
出
向
者
１
人
も
受
け
入

れ
る
。
外
部
採
用
の
２
人
を
含

め
、
年
末
ま
で
に
８
人
に
増
え

る
。
海
外
拠
点
と
ダ
イ
ビ
ル
の

人
員
も
含
め
る
と
全
体
で
は
13

人
体
制
に
な
る
」

　
「
今
夏
に
は
商
船
三
井
グ
ル

ー
プ
の
米
国
子
会
社
が
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
分
野
の
脱
炭
素
技
術
を

持
つ
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
に

投
資
す
る
新
会
社
『
Ｍ
Ｏ
Ｌ 

Ｓ
ｗ
ｉ
ｔ
ｃ
ｈ
』
を
立
ち
上
げ

た
。
北
米
に
も
ス
タ
ー
ト
ア
ッ

プ
企
業
を
支
援
す
る
拠
点
が
で

き
、
大
型
案
件
に
も
対
応
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
」

社
会
実
装
を
支
援

　

―
―
出
資
す
る
だ
け
で
な

く
、
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
が

開
発
し
た
製
品
の
海
運
・
物
流

業
界
で
の
社
会
実
装
を
支
援
す

る
方
針
を
掲
げ
て
い
る
。
協
業

事
例
な
ど
出
て
き
て
い
る
か
。

　
「
京
都
大
学
発
の
ス
タ
ー
ト
ア

ッ
プ
企
業
で
あ
る
メ
ト
ロ
ウ
ェ

ザ
ー
（
京
都
府
宇
治
市
）
が
開

発
し
た
３
次
元
風
計
測
装
置
ド

ッ
プ
ラ
ー
・
ラ
イ
ダ
ー
の
実
証

試
験
を
行
っ
た
。
洋
上
を
航
行

す
る
船
舶
に
同
装
置
を
設
置
し
、

波
浪
で
動
揺
が
あ
る
中
で
も
風

向
き
や
風
力
を
高
精
度
で
計
測

で
き
る
こ
と
を
確
認
し
た
」

　
「
商
船
三
井
は
風
の
力
を
船

の
推
進
力
に
利
用
す
る
硬
翼
帆

式
風
力
推
進
装
置
ウ
イ
ン
ド
チ

ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
を
実
用
化
し

た
。
風
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し

て
船
内
で
水
素
を
生
産
し
推
進

力
に
変
え
る
ウ
イ
ン
ド
ハ
ン
タ

ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
推
進
し
て

い
る
。
風
を
う
ま
く
活
用
す
る

に
は
、
よ
り
細
か
い
メ
ッ
シ
ュ

で
風
況
を
観
測
す
る
技
術
が
欠

か
せ
な
い
」

　
「
水
問
題
の
解
決
に
挑
む
Ｗ

Ｏ
Ｔ
Ａ
（
東
京
都
中
央
区
）
が

開
発
し
た
水
道
不
要
の
水
循
環

型
手
洗
い
器
を
、
商
船
三
井
ク

ル
ー
ズ
が
運
航
す
る
『
に
っ
ぽ

ん
丸
』
に
設
置
し
実
証
を
行
っ

て
い
る
。
船
内
に
は
海
水
か
ら

真
水
を
つ
く
る
造
水
機
が
あ

り
、
寄
港
地
で
も
調
達
し
て
い

る
。
だ
が
、
船
舶
の
よ
う
な
隔

離
さ
れ
た
空
間
で
、
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
の
力
で
水
の
利
活
用
を
進

め
る
こ
と
は
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ

ィ
ー
の
観
点
で
重
要
だ
」

　
―
―
ど
う
い
っ
た
分
野
を
投

資
対
象
に
し
て
い
る
の
か
。

　
「
海
運
・
物
流
領
域
、
中
間

領
域
、
新
領
域
の
三
つ
だ
。
三

つ
の
領
域
に
３
分
の
１
ず
つ
投

資
し
て
い
く
計
画
だ
。
中
間
領

域
は
脱
炭
素
や
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
、
海
洋
事
業
な
ど
環
境

や
海
に
関
連
す
る
分
野
、
新
領

域
は
フ
ー
ド
テ
ッ
ク
、
ヘ
ル
ス

ケ
ア
、
宇
宙
、
そ
の
ほ
か
今
後

市
場
が
台
頭
す
る
幅
広
い
領
域

に
な
る
。
新
領
域
は
海
運
・
物

流
業
と
直
接
関
わ
り
は
な
い

が
、
将
来
、
そ
れ
ら
の
分
野
の

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
影
響
を
受
け

る
可
能
性
が
あ
る
」

　
「
投
資
対
象
は
ア
ー
リ
ー
・

ミ
ド
ル
ス
テ
ー
ジ
の
国
内
外
の

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
と
し
て

い
る
。
わ
れ
わ
れ
の
役
割
は
海

運
・
物
流
業
と
い
う
非
常
に
大

き
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
企
業
に
提
供
す
る
こ
と

だ
。
彼
ら
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
が

社
会
実
装
さ
れ
る
の
を
支
援
す

る
。
金
融
系
や
独
立
系
の
投
資

家
に
は
で
き
な
い
こ
と
だ
と
思

う
」

　
―
―
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ

ル
フ
ァ
ン
ド
に
出
資
す
る
狙
い

は
。

　
「
投
資
枠
全
体
の
25
％
は
フ

ァ
ン
ド
に
出
資
す
る
。
フ
ァ
ン

ド
に
出
資
す
る
理
由
は
三
つ
あ

る
。
一
つ
目
は
投
資
先
を
見
つ

け
る
際
の
有
力
な
パ
ー
ト
ナ
ー

に
な
る
。
彼
ら
は
膨
大
な
数
の

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
と
接
点

を
持
つ
。
フ
ァ
ン
ド
の
投
資
先

に
Ｍ
Ｏ
Ｌ
プ
ラ
ス
が
投
資
す
る

ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
」

　
「
二
つ
目
は
間
接
的
に
ベ
ン

チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
運
営
ノ

ウ
ハ
ウ
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

点
だ
。
三
つ
目
は
副
次
的
な
も

の
だ
が
、
Ｍ
Ｏ
Ｌ
プ
ラ
ス
の
収

入
の
安
定
化
だ
。
わ
れ
わ
れ
自

身
の
投
資
資
金
の
回
収
に
は
時

間
が
か
か
る
。
今
年
度
か
ら
フ

ァ
ン
ド
に
出
資
し
て
い
る
こ
と

に
よ
る
リ
タ
ー
ン
が
売
り
上
げ

に
計
上
さ
れ
始
め
る
。
Ｍ
Ｏ
Ｌ

プ
ラ
ス
と
し
て
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル

に
Ｃ
Ｖ
Ｃ
事
業
を
運
営
し
て
い

く
た
め
に
、
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル

リ
タ
ー
ン
の
実
現
は
必
須
だ
」

人
財
政
策
に
貢
献

　
―
―
今
後
の
課
題
は
。

　
「
海
運
会
社
が
Ｃ
Ｖ
Ｃ
を
運

営
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
業
界
か
ら
は
非
常

に
歓
迎
さ
れ
て
い
る
。
海
運
・

物
流
会
社
で
Ｃ
Ｖ
Ｃ
を
運
営
し

て
い
る
と
こ
ろ
は
少
な
く
、
自

分
た
ち
の
製
品
を
海
運
・
物
流

分
野
に
売
り
込
む
チ
ャ
ン
ス
に

な
り
得
る
た
め
だ
。
そ
の
た
め

投
資
候
補
と
な
る
案
件
は
多

い
。
一
方
で
、
Ｃ
Ｖ
Ｃ
事
業
を

行
う
人
材
（
新
規
事
業
創
出
に

適
性
を
持
つ
人
材
）
の
確
保
に

は
悩
ま
さ
れ
て
い
る
」

　
「
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
は
、

何
度
壁
に
当
た
っ
て
も
乗
り
越

え
よ
う
と
し
て
く
る
。
そ
れ
も

驚
く
よ
う
な
ス
ピ
ー
ド
感
を
持

っ
て
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
。

そ
う
い
っ
た
人
た
ち
に
接
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
は
Ｍ
Ｏ
Ｌ
プ

ラ
ス
の
一
つ
の
メ
リ
ッ
ト
だ
と

思
う
」

　
「
商
船
三
井
は
今
春
、
ヒ
ュ

ー
マ
ン
キ
ャ
ピ
タ
ル
ビ
ジ
ョ
ン

を
策
定
し
た
。『
多
様
性
』『
共

走
・
共
創
』『
働
き
が
い
』
と

い
う
基
本
原
則
に
沿
っ
て
人
財

政
策
を
推
進
し
、
伝
統
的
な
海

運
会
社
の
マ
イ
ン
ド
セ
ッ
ト
を

変
え
て
グ
ル
ー
プ
ビ
ジ
ョ
ン
の

達
成
を
目
指
し
て
い
る
。
Ｍ
Ｏ

Ｌ
プ
ラ
ス
が
貢
献
で
き
る
こ
と

が
あ
る
と
思
う
」

　
商
船
三
井
１
０
０
％
出
資
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ベ
ン
チ
ャ
ー

キ
ャ
ピ
タ
ル
（
Ｃ
Ｖ
Ｃ
）「
Ｍ
Ｏ
Ｌ 

Ｐ
Ｌ
Ｕ
Ｓ
」（
本
社
・

東
京
都
港
区
、
Ｍ
Ｏ
Ｌ
プ
ラ
ス
）
は
、
設
立
か
ら
２
年
半
で

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
12
社
、
ベ
ン
チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
フ

ァ
ン
ド
３
社
の
計
15
社
に
出
資
し
た
。
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
企

業
が
開
発
し
た
製
品
の
社
会
実
装
に
向
け
て
、
商
船
三
井
グ

ル
ー
プ
と
の
協
業
も
進
展
し
て
い
る
。
Ｍ
Ｏ
Ｌ
プ
ラ
ス
の
阪

本
拓
也
代
表
に
今
後
の
取
り
組
み
な
ど
を
聞
い
た
。
清
水
か

な
え
コ
ー
ポ
レ
ー
ト・マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
も
同
席
し
補
足
し
た
。

 

（
聞
き
手　
山
田
智
史
）

15
社
に
出
資
、協
業
も
進
展

In
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海
運
版
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　さかもと・たくや　12（平成24）年京大農卒、商船
三井入社。鉄鋼原料船部やシンガポール法人出向、自動
車船部を経て、社内起業制度で「海運版ＣＶＣの設立」
を提案。21年４月から現職。大阪府出身、34歳。

阪本　拓也氏 （左）
ＭＯＬ ＰＬＵＳ代表

阪本氏（左）と清水氏

「
日
本
郵
船
は
コ
マ
ー
シ
ャ

ル
管
理
に
お
い
て
最
も
重
要

な
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
の
一

角
で
あ
り
、
多
く
の
船
の
チ

ャ
ー
タ
リ
ン
グ
で
協
力
し
て

い
る
」
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。

　
ノ
ル
ウ
ェ
ー
自
動
車
船
主

グ
ラ
ム
・
カ
ー
キ
ャ
リ
ア
ー

ズ
の
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ａ
・
ウ

ィ
ス
ト
Ｃ
Ｅ
Ｏ
も
「
日
本
は

自
動
車
船
に
お
い
て
最
も

重
要
な
市
場
の
一
つ
で
あ

り
、
わ
れ
わ
れ
は
40
年
以

上
前
か
ら
日
本
市
場
に
参

画
し
て
い
る
。
フ
ァ
イ
ナ

ン
ス
で
は
Ｊ
Ｏ
Ｌ
Ｃ
Ｏ
（
購

入
選
択
権
付
き
日
本
型
オ

ペ
レ
ー
テ
ィ
ン
グ
リ
ー
ス
）

や
Ｓ
＆
Ｌ
Ｂ
を
手
掛
け
つ

つ
、
長
年
の
信
頼
の
確
立
に

よ
り
、
直
接
融
資
も
確
保
で

き
て
い
る
」
と
述
べ
る
。

　
■
中
古
買
船
に
意
欲

　
来
年
以
降
の
不
定
期
船
マ

ー
ケ
ッ
ト
を
巡
っ
て
は
、
欧

米
船
主
か
ら
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な

声
が
相
次
い
だ
。

　
ア
イ
ス
ク
ラ
ス
船
を
得
意

と
す
る
米
国
の
ド
ラ
イ
船
社

パ
ン
ゲ
ア
の
マ
ッ
ズ
・
ボ
イ

・ペ
タ
ー
セ
ン
Ｃ
Ｏ
Ｏ
は「
需

給
の
マ
ク
ロ
見
通
し
は
良
好

で
あ
り
、
今
後
１
―
２
年
間

は
船
へ
の
投
資
に
忙
し
く
な

る
だ
ろ
う
」
と
発
言
。

　
米
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
リ
ン
ク
は
東
京
都
内
で
26
日
、
第
２

回
日
本
海
事
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
た
。
登
壇
し
た
ギ
リ

シ
ャ
船
主
大
手
ス
タ
ー
バ
ル
ク
・
キ
ャ
リ
ア
ー
ズ
の
ニ
コ

ス
・
レ
ス
コ
ス
Ｃ
Ｏ
Ｏ
（
最
高
執
行
責
任
者
）
が
次
世
代

燃
料
船
に
つ
い
て
「
私
が
今
、
日
本
に
い
る
主
な
理
由
が

そ
れ
だ
。
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
探
す
な
ら
日
本
で
あ
り
、

日
本
か
ら
最
適
な
デ
ザ
イ
ン
が
出
て
く
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
」
と
日
本
造
船
所
の
技
術
力
へ
の
期
待
を
強
調
。

そ
の
上
で
「
こ
の
会
場
に
い
る
友
人
た
ち
は
ア
ン
モ
ニ
ア

燃
料
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
マ
ッ
ク
ス
を
開
発
し
て
お
り
、
わ

れ
わ
れ
は
大
き
な
興
味
を
持
っ
て
い
る
」
と
語
っ
た
。

パネルディスカッションで日本との協力関係
について語るレスコス氏（手前）

海事フォーラムで登壇スターバルクＣＯＯ

新燃料船「日本の技術に期待」

　
そ
の
上
で
「
ど
こ
か
の
段

階
で
新
造
整
備
の
フ
ェ
ー
ズ

に
入
る
が
、
短
期
的
に
は
ベ

ス
ト
バ
リ
ュ
ー
と
感
じ
る
中

古
船
に
フ
ォ
ー
カ
ス
す
る
。

価
格
に
恐
れ
を
抱
い
て
お
ら

ず
、（
主
力
船
型
の
）
ス
ー

プ
ラ
マ
ッ
ク
ス
、
ウ
ル
ト
ラ

マ
ッ
ク
ス
市
況
は
悪
く
な

い
。
最
適
な
船
を
見
つ
け
る

こ
と
が
鍵
を
握
る
」
と
中
古

買
船
へ
の
強
い
意
欲
を
の
ぞ

か
せ
た
。

　
伊
プ
ロ
ダ
ク
ト
船
社
プ
レ

ミ
ュ
ー
ダ
の
マ
ル
コ
・
フ
ィ

オ
ー
リ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
は
「
プ
ロ
ダ

ク
ト
船
市
況
は
堅
調
で
あ

り
、
24
年
も
好
調
が
続
く
だ

ろ
う
。
興
味
深
い
の
は
フ
ァ

ー
ス
ト
ク
ラ
ス
の
用
船
者
が

満
了
を
迎
え
た
用
船
契
約
を

延
長
し
て
い
る
こ
と
だ
。
ト

レ
ー
ダ
ー
大
手
や
石
油
大
手

が
船
腹
確
保
を
図
っ
て
お

り
、
お
そ
ら
く
（
石
油
製
品

の
）
在
庫
縮
小
に
対
応
し
よ

う
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
」

と
指
摘
す
る
。

　
「
限
定
的
な
船
腹
供
給
は
、

私
が
強
気
で
あ
る
理
由
の
一

つ
だ
。
多
く
の
人
が
足
元
の

船
価
で
は
発
注
し
た
く
な
い

と
言
っ
て
い
る
が
、
結
局
の

と
こ
ろ
段
階
的
に
動
く
と
み

て
い
る
。
Ｍ
Ｒ
（
ミ
デ
ィ
ア

ム
レ
ン
ジ
）
型
の
新
造
船
価

は
か
つ
て
の
３
２
０
０
万
㌦

か
ら
３
８
０
０
万
㌦
に
上
昇

し
、
４
５
０
０
万
㌦
は
高
過

ぎ
る
が
、
３
５
０
０
万
㌦
に

戻
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

わ
れ
わ
れ
は
新
し
い
パ
ラ
ダ

イ
ム
に
入
っ
て
い
る
」（
フ

ィ
オ
ー
リ
氏
）

　
■
多
様
化
で
リ
ス
ク
管
理

　
ギ
リ
シ
ャ
船
主
エ
ラ
ス
ム

ス
・
シ
ッ
プ
イ
ン
ベ
ス
ト
の

ジ
ョ
ン
・
ス
ー
Ｃ
Ｅ
Ｏ
兼
プ

レ
ジ
デ
ン
ト
は
「
海
運
業
界

は
、
環
境
規
制
や
代
替
燃
料

を
巡
る
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
直
面

し
て
い
る
。
し
か
し
意
思
決

定
を
下
す
た
め
の
新
た
な
技

術
の
正
解
が
見
え
な
い
。
だ

か
ら
こ
そ
、
多
様
化
が
一
つ

の
リ
ス
ク
管
理
手
法
と
な

る
」
と
発
言
。

　
引
き
続
き
船
隊
を
バ
ル
カ

ー
、
Ｌ
Ｐ
Ｇ
（
液
化
石
油
ガ

ス
）
船
、
フ
ィ
ー
ダ
ー
コ
ン

テ
ナ
船
に
多
様
化
し
て
い
く

方
針
を
示
し
た
。

　
貨
物
面
で
は
、
ノ
ル
ウ
ェ

ー
の
Ｌ
Ｐ
Ｇ
船
社
ソ
ル
バ

ン
グ
の
エ
ド
ヴ
ィ
ン
・
エ
ン

ド
レ
セ
ン
Ｃ
Ｅ
Ｏ
が
「
日
本

は
Ｌ
Ｐ
Ｇ
市
場
に
お
い
て

非
常
に
重
要
な
存
在
だ
が
、

さ
ら
に
グ
リ
ー
ン
／
ブ
ル
ー

ア
ン
モ
ニ
ア
の
輸
入
が
26
―

27
年
に
か
け
て
始
ま
っ
て

い
け
ば
、
ア
ン
モ
ニ
ア
船
に

大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
も

た
ら
す
」
と
期
待
を
口
に
し

た
。

　
一
方
、
日
本
造
船
業
に
つ

い
て
は
「
わ
れ
わ
れ
が
03
―

04
年
に
日
本
で
最
後
の
新
造

船
を
建
造
し
て
か
ら
20
年
が

た
っ
た
。
そ
れ
以
降
、
日
本

は
韓
国
に
対
し
て
船
舶
開
発

の
サ
イ
ズ
、
柔
軟
性
、
効
率

の
点
で
少
し
後
れ
を
取
っ
て

き
た
。
も
ち
ろ
ん
日
本
建
造

船
の
品
質
は
素
晴
ら
し
い

が
、
最
前
線
で
あ
り
続
け
る

た
め
に
も
、
サ
イ
ズ
の
大
型

化
な
ど
に
も
取
り
組
む
べ

き
だ
ろ
う
」
と
奮
起
を
促
し

た
。

市況
20232023


